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黄道光観測概況報告

會員　大　石　辰　次

會長　山本一山殿

　冠省．（il；略）現在で136回の記録層得まし†二が之等の努力の原因な考へる時，園長山

本先生の訓育に在りての結論か深あ，是非上坐の御批判（嚴格なる）な賜り博く，お迭q申

し上げます．勿論内容に到っては學識初歩の者の域を股しては居りまtfんが，私の日頃の

信念は赤裸々々に暴酒ましt：．（後略）

緒言　恩友寺町忠行氏よりの御すNめに依り拙を省みす本：文を書した．天丈

　趣味瀞2箇年．過去数年來太陽黒黒占と黄道光爾面に歩いた跡を究むる意味あ

　ると感じた．

観測者　勿論二二猫．近眼の爲眼鏡を常用して居る．

開始　1934年11月24日第1回を行った．其より現在まで130回を敏ふ．

肝所　第1－25回，静岡縣志太郡高州村兵太夫1552番地（東経138。16’，北緯

　34。50’）．第25－130回，同郡吉永村吉永1768番地（東経138’18’，北緯34。47’）

　但し第80回前後に干て，長男入院の爲，同郡大富村に於て町回と，勤務先よ

　りの露途に於て1回を行ふ．

観測法　第1－64回までは9項目に分ち記録したが，寧ろ軍なる槻察に近く，

　第65－130回，2Pち其以後は東亜天文三一（0。　A．　A）の様式に準じた．前者

　をA，後者をBと假稻する．Aは何れの會にも入らざる爲，我流であるが，

　Bと共通した4項を含み光度は0．A．　A．現行の者と同一であった．

年別回附　1934年23回，1935年36回，1936年5回，1937年34回，1938年32

　回，計130回．

東西別　曉天，第7回及び第9－17回までの10回

　　　　宥西天，言ふまでも無く上記の外である．

　以下各別の統計資材は西天に限り，曉の黄道光に付ては言及しない．

時期　観測年度は西天のみを考ふる時，11月に始り5月に絡るが，暦に比較

　して頗る不調和的である．爲に年手均の統計算出には困難なる問題なり．

　即ち初年は

　第二年は

　　第三年

　第四年
　　第五年

観測地の歌況

1934年11月2↓日1二女台まu）

1935年11月25日　　t／

1936年12月7日　〃

1937勾三11月27目　　〃

1938年11月17日　　〃

193511tF5月21日i：絡！）†こ

1936宅三1月13日　　〃

1937年5月12日　　　ノ／

1938年纂月21日　’／

1939年3月14日　　〃

當地は田園の爲に人工燈の妨害は容易に避けられるも，地血紅
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　に樹木若干あるはまぬがれない．先づ漏足して良い所．

額測時刻　　日没後，薄明絡り，黄道光が西天に輝く．之を捕へるに最も有利な

　時刻は？　Bの中より見るに極端なのは

　　　最も早い　1時間20分約3回

　　　最も晦’｛繍，。分調

　こんな時刻では良い観測は望めない．10分毎の統計を作ると1時間40分？2時

　間10分の中に42回を行って居る．之は63％に當る．此所に不可避的なのは各

　人の職の忙い事，他観測者との連絡の爲に樹早，邊延は有り勝ちである．

　省同夜に2回行ったのは：Bのみの中に算31，44，49，53回の4回あり，各

　の差は45分，29分，30分，47分であった．私はこんな場合には1時間40分と2

　時間10分の2回が理想と思ふ．

離角　元來黄道光の外形は定め難い事と，離角を測る可き項顯は光帯上に在

　り易い．之に原因してBの中より得た統計材料を調べると

　　　最も短v、　650・・・・・・…　3回

　　　最も長い140。・一・…1回

　　　　　，1　1350・・一・・・…　　1　P）1

　　　回数から見るご　80。，9｛｝。，110。が5回宛

　　　　　　　　　　85。　　　　　　　4回

　　　　　　　　　　700，　750，　10～o，　1150，　1200　ti各3回多苞

　何と云ふ齪調であらう．之は黄道光と心血との關係問題に有力なヒントを示

　すのではなからうか？

幅員　黄道に直角に最低部にて測る．否，離角を一定して測るが本當であら

　う。練れは今後の實行す可き事．

　Bの中より62回を基として調べて見た．

　　　20。　1回，　25。11回，　30。14回，　35。16同，

　　　40。11回，　45。　7回，　50。　2回

　即ち，黄道光の幅は35。内外といふ事を物語って居る．

項鮎の偏り　材料52個

　　　南偏3回，　0度2回，　北偏4171”1

　断然たる者であるが他の槻痴者の結果と比べて見たい．又，

　　　北偏　4。】3個，　3。6個，　2。11個

　2。一一4。は北偏数の63％に占め，理論と實地と合致して，いささか自分の槻測

　が無駄ならぬを感ず．

色襟　私は大部分白色となって居る．二三乳白色と記されたのも在るが，之

　も今後精進す可く残された一事です，
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シ1イング　太陽槻測のシ1イングは未だ手を付けなb．

　黄道光にては一寸州県にて州県，風雲，氣温：等の影響も加はり，一概に申

　されぬ．私は室の悪い時は止めて了ふ．誰もそうであらう．V．　C・・とCに

　於て5×Aが4×Aに下降するか知らない．f苛，其よりも大切なのは銀河

　との位置である．Taurusに近い時は困って了ふ程の事もある．－1937年5月

　Geminiの銀河を貫いて記録的な輝きを見せたのを5，6回観測して居る．5月

　のシ1イングは普通ならば不良であるのに．

光‘慶　Aの四階はBのVB，　B，　V，　Fに相川して極めて都合が宜しかった・

　Bの中にしばしばRBを入れて在るが，事實はBかVであったらう．

　比較銀河の問題，即ち客月的レコ1ドと主観との間に差異ある様な事もあっ

　た．特に初歩に於て．3×AなるのにFとした様なのは，常ならばい又は

　RBであらう．

　各観測より日波後1時間30分より2時間30分に於て爲されたABより拾ひ，

　F＝1，V＝2，　RB二3，　B＝4，　VB＝5と假外して月別の強弱を見た．総歎83

　個，西天120個の中69％．

　193S年即ち，今後，明年5月までのを入れ得ざる爲何分かの便値薄きを慮る．

嘉応、i4

1崩臨
　　一．，f　1　17　i　21　1　14

上表から見ると光度は

1　田累i；議1

ビ7灘…｝iii｝

1　ls　i　13　1　23s　1　2．s67　1

　　説　　明

11月分4回×1（F）＝4
　　　3tiil　x　2　（V）　＝　6

　　　　　計　　IO
　　　IO一：一7＝1．428

3月分】xl＝1
　　5×2＝　IO
　　4x3　＝＝　12

　　　計　　23
　　23一：一9　＝　2・555

　　2月，1月，12月，3月，5月，4月，11月の順なるを見る．

　伺5月の高きは，83個の中に，1937年の例外的なのを含む關係です．

時間と光度　A及びBより光度．割れについて，BとVBと得たる分より日渡

　後の時間を調べると，総数29個の内の2時間前たる者は22個，2時間後は7

　個を算し，3封1の比を示す．

　之より見る時は黄道光を最も光度の明るき折に観測せんとする者は遅くとも

　2時間前に爲さざる可らざる可し．然し之の断定は今後の統計を作る事に依

　つて一一ne明確になるであらう．

中心線の問題　直線と孤線が南傾，論点，又は黄道に亭行ずる6種の場合に大別
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　され得る．中心線の決定は光度の低き時は外形の困難に等しく，慣重を期し

　乍らも懐疑的な心を持ち勝である．黄道光の硯差や攣化の観測は中心線が主

　要問題である．0．A．A．が最近主唱した本問題は世界的に支持を受けつつあ

　る．

　槻測された結果を検討する時，全形の非常に偏った所に中心線がある時があ

　つた．之は氣象と深い寒湿がある爲であらう．同所，異所tc於ける同時観測

　に依って此の最大な問題を解決する義務が吾人の双肩に在る，

特異観測例　1938年1月21日18時40分の観測．

　中心線は全形の中心より約9。底部より黄経25。黄道に早行し其より南怖して

　外形（南）と交る，上部に前記中心線と別tC南外形に雫行した中心線を観測

A

∠・、亀
　す．雨種AとBの黄道光は二重になり，下部に於てAの中心線，上部にて

　AとBの中心線が爾黄道光が火の如くユラユラせる結果，交互に襯測された

　のであらう．其の誰擦には黄道光の上牛部に外形の震幅が看られて居った．

　當観測は日波後1時間39分，光度VB，4×LCなるも，2時間9分EPち半時間

　後に於ては流石の光帯も逃げるが如く消失して了つた．注意す可きは當日婁

　間は稀有の温暖にて葉脈少からざりしか？

私見　満4ケ年に牧地した観測に磯表の螢を惜しまざりしを深く感銘して居

　る．日本は天：文に画しては設備に劣勢な状態に在るが，観測熱は決して其の

　位を他に譲っては居ない．居る可きではない．“日本では槻測を働まなけれ

　ばならない”と主唱した大先輩は私の1餅里を去らない．大した設備を要せぬ

　黄道光観測は先途愈々有望たる者がある，

　東洋の盟主日本の若人に課せられた之の大責務を精働するは猫り學術の爲に

　非すして，我等の光榮とする所である．

希望　先に観測に熱心な：方で直音沙汰のないのを二三聞いて居るが，之は由

　々しき問題ではなからうか．我等に自身が獲たバFンを渡さすして斯界を去

　られるのは限り無き淋しさを感ずる所です．彼等が数十百回の観測により獲

　得した尊き事實は更に上に高く光を放つ要素を持ちつつも．（193＆12・19）
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